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0 － 14 歳










0 － 14 歳 32.3 33.7 28.3
15 － 59 歳 60.5 59.1 64.6















2020 年における，インド人の平均年齢は 29 歳，
中国が 37 歳，日本は 48 歳であると推計される。
11 ページ　（続き）
インドは，世界で最も若い人口をかかえる。
現在，5 億 2 千百万の人口が 12 歳から 35 歳で






































































































































































































れる。15 歳から 64 歳の経済的に生産年齢にある
グループの増大は，経済の生産性の増加と見合う。
若者達は，巨大な消費者市場である。彼らは，
より多くの可処分所得を有し，財貨への需要をよ
り多く創出し，投資に振り向けるより多くの貯蓄
を保有している。
他国の就労者の不足は，インドにより多くの機
会を提供している。
32 ページ　インドの若者達は，国の資産なの
か，負債なのか？
大志と大志を実現する可能性とのギャップが，
ますます増加している。
高等教育を受けた多くの若者達が，失業状態に
ある。高等教育を受ける数が，年に７パーセント
も増加する一方，卒業しても仕事がないという問
題は，ますます，悪化している。
インドの高等教育や，教育制度は，労働市場で
必要とされる技能を卒業生に身に着けさせるもの
ではない。
強いインド経済にもかかわらず，多くのインド
人は，農業や，未組織の，所得の低い，労働条件
の悪い低賃金労働部門で就業している。
33 ページ　人口は負債ではないのか？
若者世代の人口は，大きくなったが，経済成長
に追いついていない一方，
高い失業率の中で，若者達を訓練する大規模の
技能開発プロジェクトは不十分である。
未熟練で，十分活用されていない，挫折した若
い世代は，経済成長を弱め，国の調和を壊し，暴
力を生む。
34 ページ　結論
インドは，若い国で，大多数は若者達で，予測
では，人口における就労者の数や，比率は，今後，
数十年は，成長し続けると見られる。
多くの若い力が，積極的に活用されれば，若者
達は，国にとっての資産である。教育，技能研修，
就労機会の提供，健康管理が適切に行われれば，
インドの若者達が，必ずや，インド経済を引き上
げてくれよう。
以上　
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